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「        」協力者数が１万人を突破！ 

～Ｊリーグ全クラブ等と協働し、安定的な献血の提供に貢献～ 

 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、公益社団法人日本プロサッカー

リーグ（以下、Ｊリーグ）と、「社会的価値の創出」をテーマに、当社の「地元の元気プロ    

ジェクト」（注１）とＪリーグの社会連携活動「シャレン！」（注２）が一体となって、各地域課題に   

応じた社会貢献活動に取り組んでいます。 

その一環として、若い世代の献血が減少傾向である社会課題をふまえ、２０２３年４月から

献血の啓蒙活動を行なう「シャレン！で献血」（注３）をＪリーグ全クラブ等と協働で実施し、  

今般、献血協力者数が１万人を突破（注４）いたしました。 

本取組みは、当社が包括パートナーシップ協定を締結している日本赤十字社に全面協力  

いただき、一部のスタジアム（注５）では、Ｊリーグ選手ＯＢにも献血案内にご協力いただき  

ました。 

２０２４年度は、各地域の献血ルームでの「シャレン！で献血」の実施期間を延長すると 

ともに、Ｊリーグ選手ＯＢ会との協働を全６０クラブ（注６）に拡大し、これまで以上に若い  

世代の献血者の減少という社会課題の解決に向けて貢献してまいります。 

 

 

 

   

 

（注１）「つながり、ふれあい、ささえあう地域社会を。」をコンセプトに、地域の橋渡し役として「社会的なつながり」を  

提供し、地域のみなさまと各地域の資源・コミュニティをつなげることで、豊かな地域づくりへの貢献をめざす取組み 

    プロジェクト詳細：https://www.meijiyasuda.co.jp/brand/jimotonogenki/ 

（注２）「シャレン！」の概要：https://www.jleague.jp/sharen/ 

（注３）「シャレン！で献血」の概要：https://www.meijiyasuda.co.jp/brand/jleague/sharen/ 

（注４）２０２３年４月から１２月末までの累計 

（注５）２０２３年度は２１ヵ所で実施 

（注６）悪天候やＪリーグ選手ＯＢのスケジュールの都合等により、参加できない場合がございます 

 

＜Ｊリーグ選手ＯＢによる献血案内の様子＞

×
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以 上 

■２０２３年度の「シャレン！で献血」の実績について 

当社は、約３６,０００人のＭＹリンクコーディネーター等（営業職員）が中心となり、

Ｊクラブや、日本赤十字社等と協力して、地域のみなさまへの献血ルームのご案内活動や、

Ｊリーグのファン・サポーターやスタジアム来場者に向けた、試合当日の献血バスへのご案内

活動等を行なっています。 

これまでに、Ｊクラブ・ＪＦＬ等、あわせて７３のスタジアムおよび各地域の献血ルームで、

１０,３４１人（注７）の方々に献血にご協力いただき、１０～３０代の若い世代の献血協力者

が全体の約３割（２６％）を占める等、若い世代の献血離れの解決に向けて貢献してまいり

ました。 

また、「シャレン！で献血」における初回献血率（注８）は、日本赤十字社が実施する令和

四年度の初回献血率よりも高く、特に１０～３０代の数値が良好な結果となり、若い世代の

献血者が減少傾向のなか、献血に協力するきっかけづくりに貢献いたしました。 

 （注７）２０２３年１２月末時点 

（注８）献血協力者のうち、初めて献血を実施した方の割合 

 

＜２０２３年度（４－１２月）実績＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 献血協力者数の内訳は次ページ以降（参考）に記載 
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参考 

献血協力者数の内訳（２０２３年４－１２月実績） 

 

 

＜スタジアムでの献血協力者数（Ｊクラブ・ＪＦＬ等別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ カテゴリーは２０２４シーズン体制で記載 

※２ ヴィッセル神戸・ファジアーノ岡山は天候等の影響により、献血バスの配備は行なわず、スタジアムでの
献血案内活動のみ実施 

※３ ＪＦＬ・地域リーグ所属クラブは実施したクラブのみ掲載 
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＜献血ルームでの献血協力者数（都道府県別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




